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アプリックスＩＰホールディングス 

2013 年 12 月期第 2四半期連結業績を発表  

～ 収益改善に向けて事業体制の変革が進行中 ～ 

 

アプリックスＩＰホールディングス株式会社(本社：東京都新宿区、代表取締役：郡山龍、以下「アプリックスＩＰホー

ルディングス」)は本日、2013 年 12 月期第 2四半期（2013 年 1月～6月）の連結業績を開示し、悪化傾向のピーク

となった前第 4四半期（2012 年 12月期第 4四半期）を底に、来期の収益改善に向けて下期より回復期に向かうべ

く事業体制の変革を進めている中、売上高3,235,470千円、営業利益△1,175,115千円、経常利益△1,109,666千

円、四半期純利益△1,109,667 千円となったことを発表いたしました。 

 

当社グループの中核となるソフトウェア基盤技術事業において、当社従来製品の搭載率はスマートフォン向け・

フィーチャーフォン向けともに底堅い推移を示しましたが、スマートフォン向け既存開発案件における一過性の  

要因等により収益に影響を与えました。一方、同セグメント内の新規事業となる M2M 関連分野においては、機器と

の接続に必要なソフトウェアを搭載することにより顧客側での開発期間とコストを最小限に抑えることで導入障壁を

下げていること、製品の省電力化にも成功していること、さらに昨今 M2M 市場で問題視されているセキュリティ上の

脆弱性に関しても対策を講じていること等から引き合いが飛躍的に伸びております。当社では、この分野を成長事

業と位置づけ、競争力のある M2M関連製品の開発および販売に積極的に取り組んでおります。 

 

コンテンツ・サービス等事業において、映像事業では７月からテレビアニメ放送中の「幻影ヲ駆ケル太陽」等の  

制作、ゲーム事業では人気作品のシリーズ最新作「蒼穹のスカイガレオン」等のアップデート、出版事業では 6 月

中旬の単行本最新巻発売直後に重版となり、シリーズ単行本累計210万部を記録する「ブレイク ブレイド」等のヒッ

ト作品や、新作を次々と生み出す体制や仕組み作りが整ってきております。さらに今後も継続して同セグメント内で

の業務効率改善やコストコントロール等による費用構造の改革を実施し、収益改善への道筋をつけております。 

 

引き続き厳しい経営環境の中、高いソフトウェア開発技術力と先進性をもとに、成長ドライバーとなる M2M 関連

事業の国内外での販路拡大や推進強化とともに、出版映像を中心とした総合エンターテインメントの事業拡大や 

グローバル展開を図ることにより、企業価値の向上と収益の拡大に向けてより一層精進してまいります。 

以 上 

■ アプリックスＩＰホールディングス株式会社について 

アプリックスＩＰホールディングスグループは、ソフトウェアテクノロジーによって世界中の人々がより充実した生活を楽しめるようにすることを使命 

として事業を営んでおります。ソフトウェア基盤技術事業においては、携帯電話やパーソナルコンピュータ等の民生用電子機器に向け優れた 

ソフトウェア技術の研究開発・販売、さらにはM2M市場に向けた革新的な技術やサービスを提供する一方で、コンテンツ・サービス等事業に 

おいては、出版事業や映像事業を中心に、自社ＩＰを最大限に活用する総合エンターテインメントを展開しております。2013年4月1日付を以ち 

まして、当社商号を「アプリックスＩＰホールディングス」に変更いたしました。これを機に、当社グループの原点に立ち戻り、国内外で知名度の 

高い「Aplix」のブランド名をグループの名称に再び冠し、高度な技術を以ってして企業価値の向上と収益の増大を目指してまいります。  

アプリックスＩＰホールディングスのwebsite（投資家情報等）：http://www.aplix-ip.com/ 

アプリックスグループのwebsite（エンタメ情報等）：http://www.aplix-group.com/ 

■ 本件に関するお問い合わせ先： アプリックスＩＰホールディングス株式会社 IR 担当  TEL:050-3786-1715 
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